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　　　　安全が
今月の主な内容

li日本ジャンボリー……一…………9………一・

財産区議会議員当選者、道路月問夏まつり…

ii総合検診、乳ガン検診を終えて…………

トピックス、味自慢…………一・…一…

4万人の広場・地名アレコレー甲………・……・・

liお知らせ板公民館だより…………・一

・休日急患当番医・定例相談・カメラニュース

　　　　匿豪…－万二日1

P2～P3
P4～P5
P6～P7
P8～Pg
P10～Pll

P12～P15

　…P16

嫌灘　　　舞審瞥登
　一番
　この夏休み当地では日本ジャンボリーが開催される
…iことから交通が相当混雑します。ジャンボリー期間中

1約1万5，000台の車両が行きかいますことから、現場
　の警察官、交通指導隊員等の指示に従い「ゆずり合い」

　と「ゆとり」をもって、交通の円滑と安全にご協力く
，、ださい。夏休みはレジャーにスポーッに楽しいシーズ

軍ンですが・気をつけたいのが休暇中の交通事故や水の

　事故。ドライブ旅行や海水浴では十分注意しましょう。

　また、夏休みは少年非行が増える時期でもあります。
　お子さんのし∫る家庭では、生活のリズムが乱れないよ

　うに気を配り、心を引き締めて夏休みを過ごさせるよ
　うにしたいものです。楽しい夏休み一安全が一番。

あたたかく迎えよう！成功させよう！
第8回日本ジャンボリー
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第8回日本ジャンボリー
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参加人員
参加人員の総数は約30，000名。

　　参加隊（ボーイ隊）………40名×605コ隊…一……・・…24，200名

　　奉仕隊（シニアー隊）……30名×70コ隊………………2，100名

　　　　　　　　　　　　（リーダーを含む）

　　S　H　Q（サブキャンプ本部）要員…………一…・…一…1，500名

　　GHQ（ジャンボリー本部）要員……………一・……・…　700名
　　外国派遣団…………・…・…一………一一………………一・曾1，000名

　　そ　の　他・…一……一一・一…一………・………………　　500名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　計　30，000名

　　（注）ボーイ隊（B　S）…………小学5年生～中学3年生

　　　　　シニアー隊（S　S）………高校1年生～高校3年生

ンボリー年表ヤジ

参加国数

　　12

　　16

　　　16

　　　！2

　　　13

　　　12

　　　15

参加入員

13，000

17，000

26，000

30，000

32，600

26，700

26、270

　開催場所
長野・軽井沢

滋賀・あいばの

静岡・御殿場

岡山・日水原

静岡・朝霧高原

北海道・千歳原

静岡・御殿場
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日召禾031．　8

　　　34．8

　　　37．8

　　　41．8
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当
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財
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方
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選

　
昭
和
五
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七
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に
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岡
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▲小原川前の人工林

　財産区有地は市役所管財課で管

理いたしております。（内線302）
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道路はみんなの財産です、．謝
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ト
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計
五
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ト
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農
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と
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ん
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道
路
が
あ
り
ま
す
。
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な
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ま
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道
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し
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利
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さ
れ
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い
ま
す
。
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塗
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、
空

一
麟

し
く
安
全
に
使
用
す
る
気
運
を
高
め

る
目
的
で
八
月
を
「
道
路
を
ま
も
る

月
問
」
と
し
て
次
の
要
領
で
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

▼
道
路
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
こ

　
の
月
間
内
に
道
路
愛
護
奉
仕
の
実

　
施
に
よ
り
道
路
視
界
を
悪
く
し
て

　
い
る
草
木
の
苅
取
な
ど
の
実
施
。

▼
道
路
占
用
許
可
を
受
け
て
い
る
住

　
宅
の
出
入
口
な
ど
で
橋
や
側
溝
が

　
通
水
に
支
障
の
あ
る
と
こ
ろ
は
こ

　
の
期
間
に
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
を
不
法
に
使
用
し
て
い
な
い

　
か
、
道
路
敷
地
内
に
不
法
広
告
物

　
や
商
品
、
建
設
資
材
な
ど
が
は
み

　
出
し
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
住
宅

　
に
出
入
す
る
通
路
や
生
活
に
必
要

　
な
水
道
管
の
埋
設
な
ど
は
道
路
占

　
用
願
を
提
出
し
て
許
可
を
受
け
て

　
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
八
月
十
二
日
に
は
、
当
市
の
シ
ン

　
ボ
ル
「
こ
け
し
娘
」
と
し
て
活
躍

　
中
の
斎
藤
千
佳
子
さ
ん
が
一
日
土

　
木
事
務
所
長
に
選
任
、
市
内
の
道

　
路
現
場
を
巡
視
す
る
ほ
か
、
白
石
駅

　
前
広
場
に
お
い
て
午
前
十
｝
時
よ

　
り
一
時
間
、
道
路
相
談
所
を
開
設
．

　
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
一

　
い
。
当
会
場
に
は
県
、
市
の
道
路
…

　
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
道
路
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
市
役
．

所
建
設
課
道
路
係
（
内
線
二
四
三
・
二

六
四
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
真
夏
を
彩
る
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
“
し
ろ
い
し
夏
ま
つ
り
”

が
、
こ
と
し
も
八
月
十
四
・
十
五
日
の
一
百
間
盛
大
に
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

　
流
し
う
ー
め
ん
、
盆
お
ど
り
大
会
、
県
警
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
白

石
音
頭
の
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
だ
し
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
つ
り
は
相
当
の
人
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
が
譲
り
合

い
、
協
力
し
合
っ
て
、
出
ム
ロ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
い
ま
つ
り
に

し
ま
し
よ
う
。

夏まつり催し日程
〉盆おどり（駅前広場）⑫・⑬19時～21時

　　〃　　（長町通り）⑬　　19時～21時

〉流しう一めん（中町・長町）⑭13時～16時

　わんこう一めん（　〃　）⑮田時～16時

〉白石物産即売会（新幹線駅前）

⑭13時～17時　こけし実演

⑮10時～ロ時　こけし絵付指導会

レ白石音頭パレード　⑭19時出発

　　　　　　　　　⑮14時・19時出発

　⑭第一小出発～駅前へ

　⑮昼第一小出発～本町へ＊夜第一小出発駅前へ

〉県警ブラスバンド演奏会⑭14時

　パレードコース　第一小→亘理町→長町→中町

→駅前→本町

〉チビッコ相撲大会（中央公園）⑬17時～20時
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衛生課奮5－2m（内線136

●
結
核
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
、
異
常
の
な
い
方
に
は
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

診検合総病気を未然に防ぐ

　　老人健康診査
　配布した老人健康診査診療録に

必要事項（必ず書いてください
　　らん
の欄）を記入し持参してくださ

　い。なお65歳から69歳まで
の方は健康保険証。70歳以上

の方は健康保険註と老人底蜜受

給者証を持参してください。

〉尿検査について…一…循環器

検診、婦人の健康診査、老入健

康診査を受ける方は尿検査をい

　たしますので、配布した容器に

　当日の朝尿をとり持拾すること。

〉病気で治療中の方について…・

循環器疾患等の病気で治療中の

　方は検診を受けなくてかまいま

せんが、胸部レントゲン検査を

　うけてない方は結核検診を受け

　てください。

査をうけた二とがある方。⑤妊

娠中の方。⑥入院中の方または

寝たきりの方（疾検査可能な方

　は容器をお渡しいたしますから）

検診会場でお申出ください。

レ胸部レントゲン撮影は、結核だ

　けでなく肺がんやその他多くの

胸部疾患の早期発見に大きな役

　割りを果しています。

》ご家族の中で受診票が届かない

　方がありましたら衛生課（内線

　136）へご連絡ください。

　市では、市民の健康保持を図る

ため、次によi）総合検診を実施い

たしますので受診されますようお

知らせいたします、

結核検診

循環器検診婦人の健康診査
〉配布した健康診査受検東に必要

　事項（必ず書いてくださいの禰）

　を記入し持参してください。

〉配布した結核健康診断通知書

　（受診票）を必ず持参してください

レ肌着はボダン・ホック等のつい

　てなt，』ものを着用してくだきい。

1〉次の方は検診を受ける必要はあ

　りませんので受診票にその旨を

　記入し衛生課または検診会場受

　付へ返還してください。

　①胸部疾患で現在治療を受けて

　いる方。②高校以上の学生。③

、事業所で受けた方、受ける予定

　の方。④最近胸部レントゲン検

実施区名実施時闇実施場所曜激実施区名実施時間実施場所曜激
弥治郎、鎌先

八宮、芹沢、大綱

西区上、西区下、東区

南区、北区

忘不

川原子

市職員

（結核検診のみ）

三住

蔵王

2区、4区、5区
1区、3区

白川6区、7区、

大鷹沢12区

小下倉

滝下

尾ベラ、滝上

9：30～11：30

　1：00～　3：00

9130～11：30

　1：00～　3：00

10：00～11：30

　1：00～　3：00

鎌先集会所
八宮生活センター

火9．14

深谷公民館木9．16

9：00～11：00

不忘研修センター

長峰分校
白石市健康

センター

金9．17

1区、2区、3区
4の1区、8区

4の2区、5区、6区

7の1区、7の2区

1区、2区、3区、4区

5区、6区、10区

9：30～11：30

1：00～　3：00

斎川公民館木8．26

9：30～11：30

1：00～　3：00
越河公民館金8、27

土9．189区8区7区9；00～11；00越河公民館土8．28

10：00～11：30

　！：30～　2：30

　9：30～11：30

　1：00～　3：00

校分住三

蔵王集会所
月9．20

白川公民館火9．21

9：30～11：30犬卒都婆集会所

1：30～　2：30

9：30～11；30

1：00～　3：00

小下倉集会所

水9、22

滝下会館金9．24

田田丁9：00～11：00

本町、西益岡、長町

亘理町、清水小路

1区、2区、7区、8区

3の1区、3の2区、

4区、5区、6区
鷹巣、柳町（13班

～31班）

郡山、本郷一

上郡山、本郷二

9：00～11：30

1：00～　3：00

9：30～11：30

白石市健康

セ　ン　タ　ー

白石市健康

セ　ン　ター

土9．25

月9．27

1：00～　3：00
大平公民館火9。28

9：30～11：30

1：00～　3：00

9：30～11：30

1：00～　3：00

中央公民館オく9．29

中央公民館木9．30

柳町（1班～12班）

中町

本郷三、短ケ町

南町、本郷四、寿町

中益岡、東益岡、

新町

上戸沢

下戸沢、赤井畑、

冷清水、大熊

塩倉、猿鼻、東、

中北、新町

湯元、明戸、赤坂

小久保平

4区、5区、6区

7区、8区、9区

1区、2区、3区
10区、11区

沖区

下原、山根、山ノ

下、上原

9：00～11：30

1：00～　3：00

9：00～11：30

臼石市健康

セ　ン　タ　ー
月9．6

1：00～　3：00

白石市健康

セ　ン　ター
火9．7

9：00～　9：30上戸沢集会所

10：00～11：30下戸沢集会所

1：30～　3：30」・原公民館

水9．8

9：30～11：30

1：30～　2：00

9：30～11：30

1：00～　3：00

明戸集会所
小久保平集会所

大鷹沢4区集会所

整肢不忘学園

木9．9

金9．10

9：00～11：30大鷹沢公民館土9、11

9：30　　11：30

1：00～　3：30
福岡公民館月9．13

●
検
診
票
に
住
所
・
氏
名
な
ど
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

市健康センターで受診される方で、車でおいでのさいは市役所前の駐車場をご利用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

〈
国
保
シ
リ
ー
ズ
③
〉

高
額
療
養
費
の
委
任
払
い

本
年
度
も
継
続
実
施

　
同
じ
人
が
、
同
じ
病
院
等
に
、

同
じ
月
内
に
三
万
九
千
円
以
上
支

払
っ
た
場
合
、
そ
の
三
万
九
千
円

を
超
え
た
分
は
国
保
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
高
額
療
養
費
」

と
い
い
ま
す
。

三
万
九
千
円
を
超
え
る

支
払
い
が
困
難
な
人
に

　
市
で
は
、
市
医
師
会
の
協
力
で

」
の
高
額
療
養
費
（
三
万
九
千
円

を
超
え
る
額
）
の
支
払
い
が
困
難

な
人
に
つ
い
て
は
、
病
院
等
の
窓

口
に
申
し
出
て
、
高
額
療
養
費
の

裳
領
権
を
病
院
等
に
委
任
す
る
こ

と
に
よ
り
、
三
万
九
千
円
の
自
己

負
担
だ
け
支
払
う
と
い
う
方
式
。

）
れ
を
「
高
額
療
養
費
の
委
任
払

い
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
病
院
等
の
窓

口
に
申
し
出
て
必
要
書
類
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
市
役

所
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

乳
ガ
ン
の
集
団
検
診
を
終
え
て
．

　［

　
今
年
度
の
臼
石
市
に
お
け
る
乳
ガ

ン
の
集
団
検
診
（
以
下
「
集
検
」
と

い
う
）
は
、
去
る
七
月
五
日
と
六
日

の
二
日
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
精
密
検
査
の
最
終
結
果
は
ま
だ
調

査
中
で
す
が
、
明
ら
か
に
「
乳
ガ
ン

と
診
断
さ
れ
た
方
は
一
人
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
の
受
診
者
は
三

百
二
十
一
人
と
予
定
の
五
百
人
を
大

き
く
下
ま
わ
る
数
字
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
他
の
市
町
村
で
は
受
診

希
望
者
が
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
対
ガ

ン
協
会
が
そ
の
対
応
に
困
っ
て
い
る

ほ
ど
な
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
当

市
の
受
診
率
は
今
年
も
ま
た
五
年
連

続
し
て
宮
城
県
内
最
低
の
記
録
と
な

公
立
刈
田
病
院
外
科
医
長

ヒ
ヒ
“

ハ
目
”

り
そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
て
受
診
率
が
あ
ま
り
低
い

と
「
自
石
市
の
集
検
は
切
り
す
て
て
、

他
の
新
し
く
希
望
す
る
自
治
体
と
か

受
診
率
の
高
い
地
域
へ
入
員
を
ま
わ

そ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。

　
わ
が
白
石
市
の
乳
ガ
ン
集
検
を
し

て
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
案
と
同
じ

運
命
を
た
ど
ら
せ
な
い
よ
う
に
受
診

率
晦
上
の
た
め
に
ご
婦
人
の
方
の
一

層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
今
年
か
ら
は
一
年
お
き
の
集

検
（
隔
年
検
診
）
と
い
う
こ
と
を
指

導
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
例
え
ば

今
年
「
大
丈
夫
で
す
已
と
い
わ
れ
た

方
が
た
だ
慢
然
と
放
っ
で
お
い
て
二

年
間
保
証
す
る
と
い
う
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ガ
ン
は
半
年
、
一
年
で
生

命
を
脅
か
す
ほ
ど
に
ガ
ン
細
胞
が
発

育
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
指
導
を
う

け
た
「
自
己
検
診
法
」
を
必
ず
繰
り

返
し
て
実
行
し
、
　
「
そ
れ
で
何
も
異

常
な
け
れ
ば
、
翌
年
は
お
休
み
し
て

よ
い
」
と
い
う
大
前
提
が
あ
る
の
で

谷
　
暢
　
夫

す
か
ら
誤
解
し
な
い
よ
う
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
自
分
で
乳
ガ
ン
を
み
つ
け
て
や

ろ
う
已
と
思
う
か
ら
い
や
に
な
っ
て

長
続
き
し
な
い
の
で
す
。

　
特
に
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
毎
月

の
触
診
の
視
察
に
よ
っ
て
自
分
の
乳

房
の
形
と
か
固
さ
に
な
れ
て
い
た
だ

い
て
い
る
う
ち
に
「
何
か
以
前
と
は

ち
ょ
っ
と
違
う
」
「
今
ま
で
な
か
っ
た

し
こ
り
が
あ
り
そ
う
だ
」
と
い
う
点

（
特
徴
）
を
見
い
出
す
（
ひ
ら
め
く
）

こ
と
が
非
常
に
大
切
（
理
想
）
な
の

で
す
。

　
あ
ま
り
む
ず
か
し
く
考
え
な
い
で
、

飽
き
な
い
で
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
徹
底
す

れ
ば
、
ガ
ン
だ
っ
て
克
服
で
き
ま
す

し
乳
房
の
自
己
検
診
こ
そ
は
、
ま
さ

に
乳
ガ
ン
の
早
期
発
見
の
た
め
の
大

切
な
手
段
で
す
。

　
な
沿
自
己
検
診
の
方
法
の
わ
か
ら

な
い
方
や
申
込
み
を
し
て
い
て
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
は
、
最
寄
り
の
外

科
医
、
婦
人
科
の
先
生
、
刈
田
病
院

外
科
へ
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

車
に
乗
っ
た
ら

　
ま
ず
ベ
ル
ト

夏
は
・
書
に
よ
急
身
の
疲
推
㎜

建
9
荏
桿
籍
殿
籍
粗

葦
交
通
事
故
が
垢
す
甜
着
㎜

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

　
　
あ
な
た
を
守
る

　
　
　
　
“
命
の
綱
”

向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
面
倒
だ
か
ら
」
、
「
き

ゆ
う
く
つ
だ
」
な
ど
の
理
由
で
、

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
ド

　
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
が
大
変
多
い

状
況
で
す
。

　
　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
八
月
は

・
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
」

　
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
や
同
乗
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
“
車
に
乗
っ
た

　
ら
、
ま
ず
ベ
ル
ト
〃
を
習
慣
づ
け

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故

　
か
ら
あ
な
た
の
生
命
を
守
る
“
命

　
の
綱
”
で
す
。
安
全
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
↓
『

二
『

『
皿　

　
　
　
　
　
　
　
　
』
「

硬噂

i進連動」日～31日rシiトベルト＿、8．月1

7



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
点
検
〕

　
　
　
一
　
庫
費
財
〔
置
き
場
所
〕
　
　
ド
ア
の
づ
キ
ン
グ
が
い
究
で

輩
蔵
鋤
激
編
鵜
疑
繋
醐
馨
縁

は
ク
間
冷
用
の
置
客
梁
う
に
同
時
に
冷
蔵
と
き
ど
き
、
づ
キ
ン
グ
の
点
検
を

夏
年
庭
庫
の
背
面
は
、
雀
く
と
も
壁
か
ら
し
ま
し
ょ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
　
　
　
十
～
十
五
セ
ン
チ
離
し
て
置
く
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
”
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
味
自
慢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
す
と
鶏
肉
の
ず
ん
だ
あ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
判
　
　
　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
　
を
約
十
二
分
強
火
で
む
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗
な
す
6
個
、
鶏
も
も
禦
、
枝
一
呈
－
③
鶏
肉
よ
う
す
切
り
に
し
、
な
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
鶏
肉
に
塩
を
ま
ぶ
し
て
皿
に
入
れ
　
　
ち
に
す
り
つ
ぶ
し
、
白
み
そ
と
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
を
ふ
り
か
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
糖
を
よ
く
す
り
ま
ぜ
③
と
あ
え
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
湯
気
の
た
っ
た
蒸
器
で
①
と
な
す
　
　
す
。

消費生活モニター調査結果

とア点う
　の検。

ー
』
q

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
一
言
で
言
　
　
〔
庫
内
の
整
と
ん
〕

え
ば
、
ケ
チ
ケ
チ
す
る
こ
と
で
は
な
　
　
食
品
を
す
き
間
な
く
詰
め
込
む
と

、
・
、
い
か
に
効
率
的
に
上
手
に
エ
ネ
　
冷
気
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
冷
却
効

ル
ギ
ー
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
果
が
落
ち
、
電
気
の
使
用
量
が
増
え

冷
蔵
庫
の
上
手
な
取
り
扱
い
方
を
、
　
ま
す
。
詰
め
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

い
ま
一
度
、
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
　
し
ょ
う
。

調査日：昭和57年7月1日　白石市

晶 品

1，砂 糖

2．しょう油

3．天ぷら油

4．小　麦　粉

5．食　パ　ン

6．マーガリン

7，牛 L頴ぞ

タ8
9。テf3ユペーノξ一

10．ラ　ッ　プ

11．灯 油

12．プロパンガス

13．カレーライス

14．理　髪　料

15．パーマネント料

銘柄　　規格

上白糖　　1kg
本醸造上級（誉緊潔

1．650g（1、8乏）ビン入り

薄力粉　一等級　1kg

並　食　　1　斤

カルトン入りソフト225g

紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm・長さ20m！巻

182　　（配達料込み）

10nf

並 皿

小学生調髪（洗髪含）1回

　
含

　
セ

　
カ

ド
ト

ル
一一

ヨ

コ
シ

最高値

300円

525

600

220

160

215

260

378

150

248

1，650

5，200

450

1，300

5，400

最低瞳

270円

260

530

175

130

148

208

275

135

120

1，580

4，950

350

1，200

4，500

平均値

284円

429

560

203

141

190

230

345

141

188

1，624

5，048

400

1，278

4，985

前月平均価格

287円

429

560

203

138

190

230

345

141

188

1，621

5，027

392

1，278

4，985

対前月価楼比

％

0

0
0

△2．1

0

o

0

0
0

△0．2

△0．4

△2，0

0

0

上昇品目：食パン、灯油

　プロパンガス、カレー

　ライス

下降品目：砂糖

横ばい品目：しょう油、

　天ぷら油、小麦粉、マ

　ーガリン、牛季し、ノfタ

　ー、ティッシュペーパ

　　ラッフ、理髪料、

パーマネント料
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1羅鱒騨麟樫，顛

　　待望のプールで初泳ぎ
　　　　　　　　　○一大鷹沢小プール完成　i

　大鷹沢小学校（永井忠雄校長、児童数206人）のプ　1

一ルがこのほど完成し、7月16日に待望のプール開き

が行われました。これまでは近くの大鷹沢中のプール

を借りていただけに、児童もこの日だけは「ご満悦の

表情」だった。プールはアルミ合金板、25㍍の5コー

スそのほか低、学年用の水深50㌢のサブプールもあり、

総事業費約4千万円で完成した。プール開きでは、上　i

級生の模範水泳のあと、低学年よりプールで初泳ぎを

行ない、児童たちは「夏休みが終わるころまで全員泳　i

げるように」と張り切っていました。

｝藩赫　…輔鶴1

にぎやかに七タ祭り

○一第一幼稚園

　7月7日第一幼稚園（園児180人〉の七夕祭りがに

ぎやかにおこなわれました。祭りでは園児たちの小さ

な願いごとをしたためた、手作りの七夕飾りを舞台に

配して、園長先生より五節旬の一つである「七夕祭り」

の話しを聞いたあと、手作りのお面や飾りをつけてリ

ズム遊びr森の星まつり』を一生けんめい熱演、ぢと

ずれたお母さんたちからは、さかんな拍手やプレゼン

トをうけ、にぎやかな1日でした。

　　鬼
艶鷲灘臨一

麟
、灘灘1

　　｛

　登別J　Cと姉妹の契り
　　　　　　　　　○一白石青年会議所

　7月11日「白石川フェスティバル」、「マイタウン臼

石」などで活躍している白石青年会議所（菅野充騎理

事長）の創立10周年記念式典が中央公民館で行われま

した。

　式典には北海道・登別青年会議所（寺島紀子夫理事

長）20人の代表、東北各地のJ　C、市内の各種団体の

人たち合わせて400人が出席。

　記念事業発表後、臼石⇔登別両青年会議所理事長が

旧白石城主・片倉家16代の片倉重信さんの立ち会いで

姉妹JCの契りを結びました。式典の後は、　「人に始

まン）入に終わる」をテーマに香川県観音寺市長加藤義

和氏が記念講演いたし十周年記念に花を添えました。

騒
麟

ヂ

幽

難

飛
灘
轡
（
擁

・
．
聴
瓶

瞳纏ぞ
了
　
繋
簸

　第1回音楽祭をめざし
　　　○一白石青少年音楽祭・実行委員会

　7月17日中央公民館にて白石青少年音楽祭実行委員

会（柿崎六郎実行委員長）の打合会が開かれました。

白石青年会議所青少年開発委員会が市内で活躍中の青

年諸団体に呼びかけ組織されたものです。地域青少年

の社会活動の参加をはかり、青少年の対話や健全育成

するのがねらい。10月3日（日）第1回音楽祭を中央公民

館で開催の運びです。次世代を担う「青少年の育成」

に役立てばの企画。ぜひご支援とご理解をお願いしま

す。〔加入団体〕兄ちゃんを見る白石ふるさとの会、白

石建設職組合青年会、コールリンデ、自石青年の船友

の会、自石市民吹奏楽団、白石市農村青少年機能集団、

白石青年会議所青少年開発委員会。
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上

　
　
　
　
　
　
δ

撫1
艇、逸＊菟斑き

懸翼画搬

購麟
暉野灘聴

　
今
年
か
ら
向
こ
う
二
年
間
、
県
政
の
県
内
全
域
に
わ
た
る
諸
施
策

の
浸
透
状
況
や
推
進
上
に
お
け
る
問
題
点
の
所
在
な
ど
を
収
集
・
報

告
し
県
政
の
推
進
を
図
っ
て
行
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
一
人
に
、
こ
の

ほ
ど
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
渡
辺
次
宏
さ
ん
（
三
〇
歳
、
鷹
巣
寿

　
　
毒
　
野
魏
髭
欄
　
　
山
丁
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ニ
タ
ー
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
「
新
幹
線
が
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
、
義
・
業
し
、
新
し
い
時

　
　
鎧
．
理
唾
『
β
㌧
　
　
　
、
ビ
代
に
ふ
さ
わ
し
い

あ
な
た
も
県
政
に

　
　
　
　
　
　
参
加
を

県
政
モ
ニ
タ
ー

　
　
渡
辺
次
宏
さ
ん

響
懲弥

ヤ

　
ぜ

癒
　
　
嘩
ー

峰
デ

麺
義

活
力
に
満
ち
た
地

域
づ
く
り
は
今
が

チ
ャ
ン
ス
」
と
さ

っ
そ
く
話
す
渡
辺

さ
ん
。

　
「
ふ
る
さ
と
自

石
が
大
好
き
で
す
」

四
年
前
に
U
タ
ー

ン
し
た
市
民
と
し

て
「
鳳
情
豊
か
な

白
石
は
落
ち
着
く
し
、
豊
か
な
自
然

・
南
蔵
王
・
不
忘
山
は
人
々
を
や
さ

し
く
迎
え
て
く
れ
る
山
な
み
が
量
・
同
」
。

こ
の
言
葉
に
彼
の
特
技
ス
キ
ー
で
あ

る
こ
と
か
ら
う
な
づ
け
る
。
8
N
J

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
と
「
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
は
一
大
行
事
で
す
が
、
白
石

市
を
訪
れ
る
青
少
年
の
仲
間
た
ち
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
地

と
し
て
心
に
残
る
よ
う
あ
た
た
カ
く

迎
え
た
い
で
す
ね
え
」
と
に
っ
こ
り
。

今
後
の
市
政
に
つ
い
て
一
市
民
と
し

て
意
見
を
う
か
が
い
た
い
の
で
す
が
、

「
白
石
市
が
蔵
王
観
光
の
拠
点
と
し

て
脚
光
を
あ
び
て
い
ま
す
が
、
新
幹

線
自
石
蔵
王
駅
が
あ
る
と
い
う
魅
力

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
白
石
市
の

未
来
を
考
え
れ
ば
、
羽
ば
た
く
雄
都

と
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
え
」
と

力
強
い
意
見
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

幽ゆ醐脚ゆゆ趣一幽酔砂鞭騨酔ゆ伊岬一曲例蹄側ゆ⑳“一ゆ脚
セ

ら
に
ゑ
き
き
マ
を
お
き
む
を
ヌ
ゑ
　
き
ま
さ
ぎ
　
ゼ
ぞ
　
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西

　
白
石
川
は
中
年
以
上
の
入
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ず
　
あ

に
は
夏
を
楽
し
く
過
ご
し
た
水
浴

び
の
場
所
で
あ
っ
た
。
昔
は
鮎
の

好
漁
場
で
伊
達
政
宗
な
ど
も
よ
く

鮎
漁
の
た
め
小
原
に
来
た
。
温
泉

か
ら
三
キ
ロ
ほ
ど
上
流
地
点
に
鮒

石
（
船
石
）
と
い
う
地
名
が
あ
る

が
、
こ
こ
は
政
宗
が
川
漁
の
と
き

腰
を
か
け
た
大
き
な
岩
が
川
岸
に

あ
っ
た
の
で
つ
い
た
名
で
、
当
時

は
三
～
四
〇
㎝
の
鮎

が
と
れ
た
と
い
う
。

蔵
本
発
電
所
の
対
岸

お
　
ぺ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
や
な
　
ば

尾
箆
部
落
に
簗
場
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る

が
領
主
片
倉
家
が
簗

（
漁
具
）
を
し
か
け

川
漁
を
し
た
場
所
だ

っ
た
。
農
林
年
金
保

養
所
本
陣
の
す
ぐ
上

　
　
　
み
か
し
　
　
ド
ち

流
地
が
赤
蛇
渕
、
下

　
　
　
あ
む

地名アレコレ

い
を
古
く
か
ら
鎮
所
（
つ
ん
し
ょ
）

と
い
っ
た
。
川
畔
の
土
手
に
山
神

碑
が
あ
る
。
碑
は
天
保
年
間
片
倉

宗
景
が
領
内
の
士
民
を
使
っ
て
堅

固
な
土
手
を
築
き
水
害
の
根
絶
を

図
っ
た
記
念
碑
で
、
洪
水
を
鎮
め

る
意
昧
か
ら
つ
い
た
名
ら
し
い
。

こ
こ
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
流

　
　
　
　
か
わ
う
や

の
川
原
が
瓦
焼
き
と
呼
ば
れ
、
文

政
二
年
（
一
八
一
九
）
火
災
に
あ

　
　
　
　
　
っ
た
白
石
城
再
建
の

　　　⑯

白石川にそう地名

流
地
を
青
蛇
渕
と
呼
ぶ
が
、
こ
こ

は
深
い
渕
で
昔
は
子
供
達
は
立
ち

入
り
禁
止
の
危
険
な
場
所
だ
っ
た
。

川
の
渕
に
は
竜
が
棲
む
と
い
わ
れ

る
が
、
竜
を
蛇
に
言
い
か
え
だ
の

で
あ
ろ
う
。
青
蛇
渕
の
川
原
は
N

H
K
の
ド
ラ
マ
「
縦
の
木
は
残
っ

た
」
の
ロ
ケ
地
で
有
名
に
な
り
、

い
ま
は
秋
の
芋
煮
会
で
賑
わ
う
。

薬
師
橋
の
す
ぐ
下
流
の
六
本
松
囲

瓦
を
焼
い
た
と
こ
ろ

と
い
う
。
水
流
は
こ

こ
で
二
分
さ
れ
、
南

岸
に
近
い
あ
た
り
に

白
石
高
水
泳
部
草
創

期
の
練
習
場
天
然
プ

ー
ル
が
あ
っ
た
。
げ

ん
し
ろ
渕
は
福
岡
小

学
校
前
の
鎌
先
街
道

　
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
ん
が
ん

ま
下
に
あ
っ
た
断
崖

二
〇
m
水
深
約
五
m
の
渕
で
、

い
ダ
イ
ビ
ン
グ
場
だ
っ
た
。
源
四
郎

　
　
　
す
　
も
う
と
り

と
い
う
角
力
取
が
同
輩
と
水
泳
中

溺
死
し
た
所
と
い
う
。
ア
ツ
ギ
ナ

イ
ロ
ン
裏
手
に
も
三
丈
（
約
十
m
）

の
水
深
の
三
丈
渕
と
い
う
深
み
が

あ
っ
た
。
以
上
は
ど
れ
も
プ
ー
ル
の

無
か
っ
た
時
代
の
中
老
年
層
に
と

っ
て
な
つ
か
し
い
川
ぞ
い
の
地
名

で
あ
る
。
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

ノ0一一一一鯛陣一一一

ー
イ
ド
ル

…
ア
鞭

…
の
－
　
急

…
－
家
　
　
齢

…
が
　
、
、
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庵

わ
．
．
κ

篠．、

章
P

数
響
稼
φ

志村ちひろちゃん（大鷹沢）

　倉雄さん、直子さんの次女

　ママからひとこと

ミ健康で明るく、みんなに愛され

る女の子に育って欲しい。｝

「絵をかく友だち」一条　　岳（白川小5年）

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
雨
空
に
色
艶
や
か
に
咲
き
競
う
愁
い
を
秘
し
あ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
ヒ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
春
を
胸
躍
ら
せ
し
ゲ
ー
テ
詩
集
老
い
て
読
む
夜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
新
ら
し
き
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
■
峯
．
㌦

しのわた

勿暫曽勿
　　　　　　　　　　　ともゆき「シャワーを浴びて」斎藤智之（大平小1年

4
小

／

裁
灘
欝
む
噛
．
鶴

　
　
宛
灘
豹
ξ
騨
霧
～

、
▽
編
磯
携
身
！

♂
鞠
丁
噸
ザ
ズ
、

■鰭鯵「聡
子

　　　市
歌

蕾民壇

川
股
丘
（
三
麗
送

朝
早
く
つ
り
が
ね
草
の
咲
く
畦
に
露
光
る
草
苅
る
と

鎌
と
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

暮
れ
な
ず
む
峠
を
ゆ
け
ば
折
々
に
入
陽
に
光
る
丘
の

桑
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

湛
え
た
る
水
面
に
茜
の
影
落
し
稲
は
光
り
て
田
植
終

え
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

雨
上
り
の
静
け
き
街
に
臼
じ
ろ
と
夜
霧
流
れ
て
灯
り

が
う
る
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

仏
壇
の
花
の
水
替
へ
安
ら
げ
り
亡
き
子
の
年
を
ふ
と

数
へ
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

城
下
町
の
昔
の
面
影
よ
み
が
え
り
沢
端
川
に
水
車
廻

れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

ー
峯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辛
　
　
重

暁
方
に
ふ
と
目
を
さ
ま
す
耳
も
と
を
か
す
め
る
如
く

ほ
と
と
ぎ
す
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

人
の
言
ふ
言
葉
を
お
ぼ
え
た
ど
た
ど
と
小
鳥
は
も
の

を
言
い
は
じ
め
た
り
　
　
　
　
　
　
小
森
　
　
郷

岩
桔
梗
誕
生
祝
に
娘
に
貰
う
愛
ら
し
き
花
ま
た
逢
り

咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

五
月
晴
の
風
爽
や
か
な
街
ゆ
く
に
知
る
人
々
に
よ
く

会
ふ
日
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

柿
の
葉
の
芯
芽
つ
ぎ
つ
ぎ
喰
い
つ
く
す
ひ
ろ
ひ
と
蟻

の
駆
除
続
く
日
々
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
要
二

白
き
帽
子
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幽自衛官募集

　若さとファイト、生きがいのあ

る青春を目指す若者を募集してい

ます。

》応募資格　18歳～25歳未満の男

　子（来春高校を卒業予定の学生

　も受験できます。〉

》待遇　初任給96，200円（衣食住

　は無料支給または貸与）

　定期昇給年1回

　賞与年4．9か月分

　その他諸手当あり

〉身分　特別職国家公務員

レ応募の相談　市民課または大河

　原募集事務所智02245－3－2185

　までどうぞ。

※自衛宮募集事務所移転にっいて

　自衛隊宮城地方連絡部柴田募集

事務所は、このほど大河原町に移

転し大河原募集事務所として名称

も新たに発足することになりまし

た。

レ移転先住所　〒989－12

　柴田郡大河原町高砂町9－1

　費凸02245－3－2185

■8月創業の日通工と

　　　親善ソフトボール試合

　このほど白石市に工場として進

出しました日通工は、めでたく8

月創業開始いたします。それを記

念し社会人女子ソフトボールチー

ムとして名高い日通工チームと地

元社会人白石選抜チーム、白女校、

■夏休々親と子の

　　　　クッキンク講座募集

　働く婦入の家では親子で楽しい

手づくり沿菓子の「クッキング教

室」を開催いたしますのでふるっ

てご参加ください。

レ期日　8月9日（月1、午前10時か

　ら12時まで

〉場所　働く婦人の家

レ受講料　無料（材料費実費）

，〉講師　畠つね先生

〉募集人員　30人

※くわしくは8月6日まで働く婦

人の家曾5－5095へお申し込
みください。

1●ママさんテニス教室●i

i会員募集　i
i白石庭球協会では・ママさんi

lテニス教室の会員を募集してい：

i　テニス教室では、碍・水・金i

i躍日午前9時から午後1時の時i
i欄帯で市営テニスコートで練習i

iをしていますので気軽にご参加i

ください。　　　　　　　　　：

，　くわしくは、臼石庭球協会会i

i長千秦i富鼻ホ宅君6－3040まi

：でどうぞ。　　　　　　　　：

県高校総体で優勝しました白女蔵

王分校との間で親善試合が行われ

ます。ぜひご観覧ください。

〉期日　8月12日、8月13日

　　　午前9時
〉場所　白石市営球場

滋　
黙 鶏

槻
、

鐘

■「白石蔵王」ふるさと選曲集

　 第1集1観光カセットテープ

　　　　発売　ステレオ

　白石市観光協会ではこのほど東

北新幹線開業記念として、ふるさ

と選曲集〔第1集〕　r白石蔵王」

を企画、制作いたしました。定価

は1，500円で発売しており、内容

は、A面6曲、B面6曲の唄入り・

歌詞本付のカラオケにもなるステ

レォ版になっている。

　A面（曲名）　　（歌手）

宮城白石音頭　　（藤　美貴子）

白石あだうち語り　（我妻　迫水）

臼石紙すき唄　　　（佐藤　正子）

自石馬方節　　　　（我妻　迫水）

白石小唄　　　　　（佐伯千恵子）

自石音頭　（千田浩二・加賀徳子〉

　B面
白石の女　　　　（斎　　清和）

小原温泉小唄　　（藤　美貴子）

鎌先音頭　　　　　（佐藤　正子）

弱マ台良βこけし　　　（斎　　￥青禾口）

瀬見原慕情　　（松沢正磨・律子）

宮城蔵王小唄　　　（藤　美貴子）

〉伴奏　遠藤友三郎、我妻輝雄

〉演奏ニューサンズアンサンブル外

レ企画・構成　白石市観光協会

　くわしくは、市観光協会事務局

観光課（内線201）へどうぞ。

■地区対抗バレーボール大会

　臼石バレーボール協会では、バ

レーボールに親しみ体力の増進と

地区連帯を図ることから次により

大会を開催します。ふるってご参

力目ください。

〉期日　8月22日（日）9時開会

〉会場　臼石第一小学校体育館

〉規定　各行政区単位ごとにチー

　ムを編成し、9人制皮ボールを

　使用する。　（うち女子3名以上

　出場を含む）。

※詳細については白石バレーボー

ル協会までお問い合せください。

連絡先佐藤国美（自宅佃5－7254）

までどうぞ。

携う 公民館だより

■一般聴講生の募集

　中央公民館では今年も「3歳児

をもつお母さん学級」を開設して

おり、現在48名の学級生を対象に

学習しております。そこで一般の

方々にもその講義を聴講していた

だくために聴講生を募集いたしま

すのでご参加ください。

〉期日　8月21日（土）午後！時30分

〉場所　中央公民館

〉募集人員　20名（定員になり

　しだい締切ります，、）

〉講話内容　子どもの健康につい

　て　講師　東北公済病院副院長

　　　　　　　石川淳一先生

〉申込み　中央公民館智4－5377

　へ8月15日まで申込みください。

■子ども会ソフトボール大会

　子ども会活動の善及および拡充

強化を図る目的により第11回「白

石市子ども会ソフトボール大会」

を開催します。市民のみなさんの

声援をまっています。

》期日　8月29日（日）雨天の場合

　9月5日に順延します。

〉場所　白石第二小学校

〉参加チーム　白一小、白二小は

　各2チーム、その他の小学校は

　1チーム計12チーム参加予定。

〉主催　白石市子ども会育成会連

　合会、白石市教育委員会

■白石地区敬老会

　明治、大正、昭和の三代にわた

って永い歳月を社会のためにつく

され今日の繁栄を築いてこられた

方々のご功績に対し敬意と感謝を

捧げるとともに長寿のお祝いを申

し上げるため下記により敬老会を

開催します。

〉期日　9月10日（金）

〉場所　中央公民館

〉内容　式典、アトラクション

〉対象者　明治40年9月15日以前

　に生まれた方、なお対象者には

　通知を差し上げます。

・
皇
一

リ
ヨ
■

　　清らかで美しい蔵王を”
　新県民生活運動実践モデ，レ地区の人たちによって来る8月26日に

蔵王清掃登山が行われます。

　みなさん、大自然をいつまでも美しく保ちましょう。
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　　鷹
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　去る7月11日開催された白石市

健康まつり球技大会は、晴天のも

と白石中学校を会場に各地区代表

選手による熱戦が繰りひろげられ

汗を流しました。家庭バレーボー

ルについては「自川チーム」、ソ

フトボールは臼石地区代表の「亘

理町チーム」がそれぞれ優勝いた

しました。
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　夏休み図書館を利用してはいかがですか・楽しい本がいっぱい、

あなたもこの機会にぜひご利用ください。市図書館各6－3004
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宙轡厨の所喪地

白石市字桜｝路35

〒989鴫2蝕5－2111（代鋤

国民年金
「福祉年金証書」提出の月です

　福祉年金を受けているみなさん。

8月は福祉年金証書を市役所に提

出する月です。

　福祉年金は、その費用が全額国

の負担で支給されますので、ある

程度所得のある方や他の公的年金

を受けている方は、支給を停止さ

れる’ことがあります。この調査の

ため、毎年1回、福祉年金を受け

ているみなさん本人やその配偶者、

そしてみなさんを養っている扶養

義務者の前年の所得額などを調査

することになっています。

　この審査結果は、みなさんから

提出していただいた福祉年金証書

に記入して、後日お知らせします。

万一、福祉年金証書の提出が遅れ

ますと、11月支給分の福祉年金が

受けられないことがありますので、

8月11日以降、年金の支払いを受

けましたら、市役所市民課国民年

金係または各出張所・分室に福祉

年金証書を提出してください。

　なお、提出時期については市役

所より本人に通知いたします。

　また、他の年金制度から年金を

受けている人（公務扶助料を受け

ている人は除かれる）については、

本年改正された年金証書の写しも

同時に提出してください。

児童扶養手当現況届

一一一お忘れなく

　児童扶養手当・特別児童扶養手

当を受けている方は、現況届を年

1回提出しなければなりません。

　期間中に提出しないと手当を受

けられなくなりますので、お忘れ

なく。

〉受付期間　8月11日～9月10日

レ受付場所　市役所市民課

　なお、該当者には、葉書で通知

いたします。

福 祉

高齢者能力活用推進事業

　　「お手伝い銀行」開設

　市社会福祉協議会では高齢化社

会対応策の一環として台としより

のもっている知識、知恵、技術、

技能などを社会に役立たせること

により、おとしよりの生きがいを

高めることを目的に高齢者能力活

用推進事業「お手伝い銀行」を開

設いたしました。その内容は、ま

えもって提供できる仕事を能力提

供者として登録していただき、

おとしよりにできる仕事のうち

一般家庭はじめ会社、事業所など

で、たのみたい仕事を市社会福祉

協議会「お手伝い銀行」に登録い

たし、同協議会が中心となり相互

に斡旋するものであります。　例

えば現在すでに数名の方が、家事

補助、留守番、軽作業、ゲートボ

ー一ルの審判および指導などの能力

活用者として登録されております。

くわしくは、白石市健康センター

内市社会福祉協議会事務局（内線

148）までお問い合せください。

15水は限りある貴重な資源です．フKは大切に使㌧・ましょう．フKの週間8月1日一7日

il膨IIIIIII釦IIllmlIII冒liIIIIIllII璽ll幽し璽“1

官公庁だより
1囑IIIII串Ill唱IIllIIし嘱II－llII旧“10IIIIIII

線路内には絶対に入らないこと

　東北新幹線は、去る6月23日大

宮～盛岡問開業しました。新幹線

電車は、最高速度210キロメート

ルで走ります。現在の特急はつか

り、ひばりに比べて約2．倍の速さ

です。線路内に立ち入ることは非

常に危険です。また、法律（新幹

線鉄道における列車運行の安全を

妨げる行為の処罰に関する特例法

といいます。）でも固く禁じられて

おり、処罰されます。

　最近、写真撮影などのため、線

路内に入って補導されたことが、

新聞に報ぜられています。

　線路内には絶対に入らないよう

　にいたしましょう。

　（注）特例法による処罰の一例は

次のようになっています。

○新幹線鉄道の線路内にみだりに

　入った者・…　　1年”、下の懲

　役または5万円以下の罰金。

O新幹線鉄道の走行中の列車に向

　って物件を投げた者…　　5万

　円以下の罰金。

　　　　　　　　　　　訊無

■

■観光写真コンクール

　市内の史跡、名勝、民芸品、行

事などを題材とした観光写真を広

く一般より募集し、市民の観光意

識の高揚を図り観光宣伝に資する

目的に観光写真コンクー，レを実施

いたしますので市民のみなさんふ

るってご応募ください。

〉主催　白石市観光協会、白石市、

　　　　白石商工会議所

〉後援　宮城県観光連盟、白石市

　　　　文化協会

〉主題（テーマ）

1．市内および蔵王連峰等自然景観

2．行事、風物、祭り

3．文化財および史跡

4．郷土芸能

5．民芸品

レ応募規格

第1部　カラーの部（カラースラ

イド）セミ版（6cmY4．5cm）

第2部　臼黒の部35％以上

（4ツ切りとし裏面に密着を貼付

のこと／

〉応募資格　制限なし

レ応募受付期間　昭和57年8月1

　日から昭和57年11月30日

〉作品送付先　白石市字桜小路35

　自石市観光協会（市役所商工観

　光課）暦5－2111（内線201）

〉審査　主催者側で委嘱する審査

　員で審査する。

〉発表　昭和57年12月中旬（入賞

　者本人あての通知）

〉賞

　特選　　1　点

準特選　　2

　入　選　　5

佳　作　10

〉応募上の注意

点
点
点

○応募点数には、制限なし。

○応募作品は、昭和57年1月1

　日以降撮影したもの。

■市職員募集
職種と採用人員

　　わL、

○作品には、下記事項を明記の

　上作品裏面貼付のこと。

　（氏名、住所、電話番号、カ

　メラ、フィルター、データー

　撮影年月日、撮影場所）

○入賞作品の版権は、主催者に

属します。入賞された方は、

　授賞のとき原版を提出してく

　ださい。提出されない場合失

格となります。

■宮城県警察官募集

　宮城県では、昭和58年4月採用

の警察官を募集します。

　あなたの若さと情熱を郷土の治

安を守る警察にたくしてみません

か。

〔受験のあらまし〕

○受験区分と採用予定人員

　A区分～約60名

　B区分～約60名

○受験資格

　昭和30年4月2日から昭和40年

　4月1日まで生れた男子の方を

　対象とし、●A区分～大学卒業

　者または来春3月卒業見込みの

　方、●B区分～A区分以外の方

O試験日と場所
　昭和57年9月26日（日）

　宮城県工業高等学校、石巻、古

　川、大河原の各合同庁舎

○願書受付期問

　昭和57年8月23日（月）から9月11

　日（土ぽで

O問い合せ先

　宮城県人事委員会

　宮城県警察本部警務課

　くわしくは最寄りの警察署、派

出所、駐在所にお問い合わせくだ

さい。

■「手づ〈り絵本」作品募集

　県の図書館・美術館では世界に

たった一冊しかないあなたの“手

づくり絵本”を募集しております。

作品は市図書館に9月10日働まで

お送り下さい。

〉住所　亘理町37の1盈6－3004

■在宅重度身障者（児）

　　　　トライブ招得者募集

　身障者交通安全友の会自石支部

では、在宅重度身障者（児）のみ

なさんとブドウ狩りをかねたドラー

イブを行います。気軽にご参加く

ださい。

》日時　8月28日（土）午前9時出

　発

〉集合場所　市役所前8時50分

レ募集人員　10組

レ参加方法　身障者（児）本人と

　家族付添い者

〉コース　市役所→国道113号→

　南陽市赤湯（ブドウ園佐々木農

　園）

〉申込期限　8月20日（州

レ申込先　交通安全友の会白石支

　部長本多保一宅（智5－9488）

　または社会福祉事務所（内線1

　39）まで申し込んでください。

※当日はマイクロバスを利用し雨

　天決行し、帰着（市役所前）午

　後4時ごろの予定です。

■白石う一めんの料理講習

　夏の風味であるう一めんのうま

い食べ方など白石う一めんの料理

講習にご参加ください。

〉期日　8月6日（金）午前10時から

　12時

〉場所　働く婦人の家

〉講師　畠っね先生

1〉主催　働く婦入の家と白石う一

　めん協同組合の共催で行います。

＞申込み　ご参加される方は働く

　婦人の家費5－5095まで連
　絡してください。受講料は無料。

i　　子どもの本展示会　　i

i　図書館では子どもの本選びのi

参考にと、科学読物など約500点i

iを展示いたします。　　　　　l

l〉日時　9月3臥金〉・4日（む、l

i　午前9時～午後5時まで　　i

　　　　1初r慶耳改は9月号1こヂ昌・1遊しまづ一1

　　　中級保母若r名．第一次試験昭和57年1〔唄3日帥受験申込期間8月23目一9月川
は秘書企画課へ事係1内線3261へお問い含せくたさい．
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、㊧纏爵靭不

襟鐸塾辮
　　　　撹

　　　　　　　　　　　　　餐
　第22回総合体育大会の陸上は白

高第2グランドで行われました。

休日急患当番医
月　日

8／1

8
15

22

29

9／5

内 科

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

広瀬医院〔5）0238
三2甫クリニック（5）6854

芭医院（5）2410
加藤（司）医院（5）2001

トタ 斗不

加藤（大）医院〔5）4701

刈田病院（5）2145

堤医院（5）1181

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5）1222

刈田病院（512145

　　　　縷
　ノぶド　しヤコ

襲嚢総

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談

　6月28日で満100歳をむかえた

門馬すゑさん（福岡蔵本下り川）。

・礁鶉1△1凱多郵、潔鐸際灘講

　　　　・糞・’・　り　　　懲

　全国学童少年軟式野球宮城県大

会が市営球場で去る7月4日開かれ

ました。地元白石少年野球クラブは

大和小（仙台）に初戦飾れず無念。

鳶轟

爾　擾

相談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

者
介

齢
紹

　
業

高
職

社会保険
相　　談

養覚矛芳牟目言炎

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

婦人相談

無料法律

相　　談

相談日

17

17

17

5・25

3・17

17

間上
寸H

10：00～

　！5：00

10：00～

　15：00

10：qo～

　15：00

10100～

　12：00

10：00～

　14：00

9：30～

　15：00

場　　所

自石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター
2F皆ホ目言炎室

健康センター

2F皆季目言炎室

臼石市役所

3階相談室

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

8月は休みます。

　17
毎週月・火・

　水・本・金

りオン11・26

トリオ　10

ニホン　27

17

17

10：00～

　15：00

13100～

　14：00
11：00～

　12：00

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15100

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

白石市役所

臼石市役所

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

i〈越河地区恒例の第11回早苗振り大会が去る7月4日地区公民館出演者60人で

　　開催。区民200人が声援をおくりにぎやかだった。親睦と豊作祈願がねらい。
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